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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を呼んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞
・上司評価について～未提出の方は11/30(金)までに提出するようにして下さい。

・ベッドコントロールについて～昨日男性１名退院し、ＣＤユニット１床空いている状況となっています。現在、入院・転入予定はありません。

・家族対応について～ここ最近、家族対応についてクレームが聞かれています。

　　　　　　　　　　本日は、久保松次郎様の息子様が来院され「入院時に持って来たゴミ箱が無い」と訴えられています。ゴミ箱を探していますが見つからず、入院時のチェックリストへはゴミ箱の記載が無い事を説明していますが納得せず、息子様と共に病棟内を探しています。南・東病棟捜索していますが、最終的に見つからず息子様「無いなら仕方ない」と帰られています。

　　　　　　　　　　私物の管理が煩雑でクレームが相次いで聞かれています。現在、各担当で対応方法等について検討中となっています。

＜患者様連絡事項＞

・坂下　ミヨ様～本日、退院前訪問指導の予定となっていましたが、今朝夫様より連絡あり体調不良との事で中止となっています。次回の退院前訪問指導の予定は未定です。

・田中　正士様～排便-3日目。主治医報告し、予測指示のツムラ61桃核承気湯3P1日分処方となっています。

＜田名部Dr患者様情報＞

・岩舘　賢一郎様～本日、胃ろう交換のため八戸市民病院へ受診しています。次回の交換は半年後となります。

・木ノ下　ツヨ様～インスリンの処置箋12/5まで継続指示出ています。低血糖時と拒薬時の予測指示は12/12まで継続となっています。

・河村　勝男様～痒み継続してあると訴えありアレグラが7日分継続処方となっています。

・角谷　育子様～臨時薬が7日分継続処方となっています。

・市川　志津雄様～臨時薬が同内容で7日分継続処方となっています。

・岡堀　サワ様～湿性咳嗽継続。臨時薬が明日の朝から同内容で7日分継続処方となっています。

・和田　敦子様～6：00より排尿ない為、点滴指示あり16：30より開始しています。又、臨時薬はヒベルナのみ7日分継続処方となっています。

　　　　　　　　食事について、経口摂取試みていますが、口腔内への溜め込み見られ、嚥下も良くない状態です。主治医報告していますが、本人の食べたい意欲もある為、様子観察の指示出ています。

・便秘時予測指示～飛鳥　公平様、山下　ヨシ様、岩舘　賢一朗様、島脇　てる様、北山　和子様、鈴木　正長、藤田　金弘、荒谷　毅様、中村　文俊様、中野　英男様、橋本　万様、それぞれ12/12まで継続となっています。

本日、中村文俊様の症例検討会を実施しています。(別紙参照)

症例検討会　実施報告　　　　　　　　中村　文俊様

　　　　　　　　　　　　　　作成者　　　山内　佐江子　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　実施日　　　H24年11月28日　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　主治医　　　田名部　茂　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　SGM　　　　小向　由紀　　　　　　　印

	対象患者情報
	　　　中村　文俊　様　　　６９歳

病名：アルツハイマー型認知症　　　　入院形態：医療保護入院

	患者の希望
	聴取不可

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護：食事形態は粥・常菜であったが空腹を訴える事があり、口調荒げることがあるため、常食へと食事変更している。食事変更後は各食2/3から全量摂取する事が出来ている。他者とのトラブルはないものの、他者に対し干渉的となることが多くなりセロクエル(25)2T　2×昼・夕で内服開始となっている。以後は干渉的となることは少なくなってきている。10/10南山苑スタッフ来棟しているが、南山苑スタッフに対し怒鳴る事あり入所は困難となる。10/27担当看護師・担当精神保健福祉士・奥様とで面談行っている。奥様は施設希望であったが、自宅での受け入れが可能となり、11/15、16で外泊訓練実施し11/15退院前訪問指導実施している。外泊訓練時は夜間帯の睡眠は比較的とれることができており、徘徊もなく家から出ていくことはなかったようである。入浴に関しては浴室が狭く奥様１人での介助は困難であるため、自宅退院後はデイサービスやショートステイなどを利用できることを退院前訪問指導で助言している。今後は地域復帰支援検討会を行う予定である。

PSW：南山苑申し込み→10/10南山苑スタッフ来棟

　　　南陽館の認知対応での申し込み済み

OT：記憶障害や見当識障害あり。ADLは比較的自立している。両上肢上げることができている。参加はすることができているが、閉眼している事多く、興味がない様子である。

心理：HDS－R/MMSEともに全問実施不可

　　　HDS－R　言葉の即時再生2/3点

MMSE　　物品名の即時再生2/3点

栄養：粥・常菜から常食へ食事変更行っている

＊参加部署、必要毎に記載

	主治医の治療方針


	自宅退院

	検討された

支援方針
	南陽館の認知対応でのデイサービスを利用していく。

南山苑でのショートステイの利用も行っていく。

	抽出された

問題点


	· 奥様の認知症という疾患の理解度があるか

· 内服薬の管理を継続する事は可能か

· 夜間帯の徘徊の有無と放尿

· 自宅での生活と家族関係の悪化



	今後の

看護計画
	奥様の理解度を把握しながら、南陽館スタッフを交えて地域復帰検討会を実施していく


